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町田市指定史跡に指定された白洲次郎・正子旧宅（上・下）

　

市
と
町
田
市
商
工
会
議
所
で
は
、

平
成　

年
度
の
技
能
功
労
者
と
永
年

１４

勤
続
従
業
員
の
表
彰
式
を　

月　
１１

１３

日
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行

い
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

技
能
功
労
者
は
、
永
く
同
一
の
職

業
に
従
事
し
、
技
能
及
び
技
術
の
鍛

練
な
ら
び
に
後
進
の
指
導
育
成
に
あ

た
り
、
市
民
生
活
の
向
上
、
産
業
の

振
興
に
顕
著
な
功
績
を
収
め
て
い
る

技
能
者
の
方
が
対
象
。
今
年
表
彰
さ

れ
た
方
は　

人
で
す
。

３５

　

永
年
勤
続
従
業
員
は
、
市
内
の
同

一
中
小
企
業
に
永
年
に
わ
た
り
勤
務

し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。
今
年

は
、　

年
以
上
の
勤
続
が
６
人
、　

３０

２０

年
以
上
が　

人
、　

年
以
上
が　

３６

１０

７４

人
、
合
計
１
１
６
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

技
能
功
労
者
は
次
の
方
々
で
す

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
。

【
町
田
市
生
花
商
組
合
】
福
地
京
子

▽
久
保
田
實
【
東
京
都
自
転
車
商
協

同
組
合
町
田
支
部
】
萩
生
田
勲
【
建

設
ユ
ニ
オ
ン
】
菊
地
善
太
郎
【
東
京

都
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
】
石
井

伸
一
▽
福
田
辰
夫
【
町
田
市
視
覚
障

害
者
協
会
】
山
崎
直
子
▽
小
峰
和
子

▽
谷
合
長
次
【
町
田
美
容
組
合
】
佐

藤
ト
キ
子
▽
日
比
野
瑠
璃
子
【
町
田

電
気
工
事
協
同
組
合
】
前
田
春
男
▽

坂
田
寿
▽
佐
々
木
耕
助
【
町
田
豆
腐

組
合
】
宮
川
政
光
【
込
山
広
子
・
和

裁
】
石
山
き
よ
子
【
東
京
土
建
一
般

労
働
組
合
町
田
支
部
】
齋
藤
勝
忠
▽

佐
藤
清
光
▽
藤
本
秋
治
▽
池
ノ
谷
光

義
▽
伊
藤
利
造
▽
鹿
野
良
男
▽
松
浦

明
▽
丹
俊
三
▽
樋
口
勝
芳
▽
菅
野
秋

夫
▽
鈴
木
庸
泰
▽
松
本
三
郎
▽
熊
田

祐
己
▽
今
井
昭
▽
佐
々
木
善
明
▽
加

倉
井
操
▽
遠
田
昇
▽
椎
林
往
雄
▽
農

海
孝
雄

　

白
洲
次
郎
・
正
子
旧
宅
は
、
夫
妻
が

１
９
４
０
年
（
昭
和　

年
）
に
こ
の
土

１５

地
と
茅
葺
き
の
民
家
を
購
入
し
、
１
９

４
２
年
（
昭
和　

年
）
に
移
り
住
み
ま

１７

し
た
。
白
洲
次
郎
は
、
竹
や
ぶ
で
竹
を

刈
っ
て
作
業
場
で
家
具
や
道
具
を
作
り

な
が
ら
農
作
業
に
精
を
出
し
、
自
ら
を

「
カ
ン
ト
リ
ー
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」

と
称
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方

に
住
み
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
中
央

の
政
治
に
目
を
光
ら
せ
て
お
り
、
い
ざ

と
い
う
と
き
は
中
央
に
出
て
い
き
、
彼

ら
の
姿
勢
を
正
す
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の

紳
士
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
正
子
も
農
作
業
を
行
い
な
が

ら
、
読
書
、
執
筆
活
動
を
続
け
ま
し

た
。
正
子
の
随
筆
に
は
、
鶴
川
村
や
そ

の
周
辺
、
白
洲
家
の
庭
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
箇
所
が
み
ら
れ
ま
す
。
鶴
川
日

記
に
は
「
あ
る
日
、
駅
か
ら
歩
い
て　
１５

分
ほ
ど
の
山
の
麓
に
、
大
き
な
柿
の
木

に
か
こ
ま
れ
て
、
こ
ん
も
り
と
建
つ
茅

葺
き
屋
根
の
農
家
が
目
に
と
ま
っ
た
。

『
あ
ん
な
家
に
住
ん
で
み
た
い
』
」

「
こ
こ
に
は
徳
川
以
来
の
『
組
』
が
あ

り
、
七
軒
の
農
家
が
形
成
さ
れ
て
い

た
。
冠
婚
葬
祭
は
す
べ
て
そ
の
『
組
』

が
取
り
し
き
り
、
互
い
に
助
け
合
う
の

で
お
金
は
一
文
も
か
か
ら
な
い
。
屋
根

替
え
の
時
も
『
組
』
の
人
た
ち
が
手
伝

い
に
来
て
、
よ
そ
者
の
私
た
ち
を
仲
間

の
一
員
と
し
て
扱
っ
て
下
さ
っ
た
の
は

未
だ
に
有
り
が
た
い
こ
と
と
思
っ
て
い

る
。
」
と
い
っ
た
文
章
が
み
ら
れ
、
夫

妻
が
武
蔵
野
の
雑
木
林
と
古
い
民
家
で

の
暮
ら
し
を
、
こ
よ
な
く
愛
し
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　

今
回
、
旧
白
州
邸
を
町
田
市
指
定
史

跡
に
指
定
す
る
理
由
は
、
当
時
の
民
家

を
そ
の
ま
ま
再
生
し
な
が
ら
暮
ら
す
と

い
う
、
白
洲
夫
妻
の
美
的
な
文
化
的
趣

味
を
体
現
で
き
る
形
態
が
よ
く
留
め
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
、
多
摩
丘
陵
沿
い
の

現
在
で
は
残
り
す
く
な
く
な
っ
た
雑
木

林
と
、
歴
史
あ
る
茅
葺
き
の
民
家
が
一

体
と
な
っ
た
環
境
は
大
変
貴
重
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
文
化
財
に
指
定
し
、
保
存

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
文
化
財
と
し
て
の
名
称
は
、

白
洲
次
郎
・
正
子
旧
宅
と
な
り
ま
す
。

□問
 

社
会
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育
課
11
７
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・
２
５
５
４

　

厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
総
会

が　

月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
寺
田
市

１１
長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
席
上
、
寺
田
市
長
は
、

神
奈
川
県
及
び
周
辺
自
治
体
と
さ
ら

に
連
携
し
て
、
米
軍
や
日
本
政
府
に

米
軍
機
に
よ
る
騒
音
問
題
を
訴
え
て

い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
は
、

厚
木
基
地
に
お
け
る
米
軍
機
の
夜
間

連
続
離
着
陸
訓
練
等
に
よ
る
航
空
機

騒
音
に
関
し
、
神
奈
川
県
及
び
県
内

厚
木
基
地
周
辺
７
市
（
横
浜
市
、
藤

沢
市
、
相
模
原
市
、
大
和
市
、
海
老

名
市
、
座
間
市
、
綾
瀬
市
）
の
行
政

及
び
議
会
関
係
者
が
相
互
の
連
絡
、

協
調
を
密
に
し
て
、
騒
音
問
題
の
解

消
に
向
け
て
実
効
性
あ
る
運
動
を
進

め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、

米
軍
や
日
本
政
府
へ
の
要
請
行
動
等

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町
田
市
は

こ
れ
ま
で
も
、
厚
木
基
地
周
辺
７
市

と
の
連
絡
会
議
に
参
加
し
て
情
報
交

換
を
行
い
、
米
軍
や
日
本
政
府
へ
の

要
請
行
動
を
と
も
に
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
よ
り
一
層
連
携
を
密
に
し
、

騒
音
被
害
地
域
の
広
が
り
を
さ
ら
に

強
く
訴
え
る
た
め
に
、
か
ね
て
か
ら

同
協
議
会
へ
の
参
加
を
要
請
し
て
い

た
も
の
で
す
。

席上、あいさつする寺田市長

緑
の
ま
つ
り
・
農
業
祭
」
が　

月　
１１

２４

日
、野
津
田
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
野
菜
・
植
木
の
品
評
会
で

は
、
木
曽
町
の
石
川
雅
千
さ
ん
が
出

品
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
木
曽
町
の

浅
沼
稲
次
郎
さ
ん
が
出
品
し
た
本
槙

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

野
菜
や
卵
、
シ
イ
タ
ケ
等
の
直
売

も
地
元
の
み
ず
み
ず
し
い
新
鮮
さ
が

受
け
て
売
り
上
げ
も
上
々
。
ま
た
、

和
太
鼓
、
祭
ば
や
し
、
バ
ン
ド
等
の

コ
ン
サ
ー
ト
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
子
ど
も

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
模
擬
店
等
も
あ

り
、
親
子
連
れ
な
ど
８
５
０
０
人
の

人
出
で
大
盛
況
で
し
た
。

８
５
０
０
人
の
人
出
で
盛
況
だ
っ

た
太
陽
と
緑
の
ま
つ
り
・
農
業
祭

　

地
元
町
田
で
と
れ
た
野
菜
や
植
木

の
品
評
会
、
直
売
を
行
う
「
太
陽
と

　
　

月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
町
田
市
定
例
教
育
委
員
会
で
、
白
洲
次
郎
・

１１
正
子
旧
宅
が
町
田
市
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
旧
宅
は

「
旧
白
洲
邸
武
相
荘
」
と
し
て
、
夫
妻
の
生
活
し
て
い
た
当
時
の
ま
ま
、

イ
ン
テ
リ
ア
や
家
具
・
骨
董
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
平
成　

年　

月
に
オ

１３

１０

ー
プ
ン
し
て
以
来
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内

の
庭
園
に
は
、
雑
木
林
・
竹
林
・
山
野
草
が
植
え
ら
れ
、
夫
妻
の
趣
向
が

充
分
に
反
映
さ
れ
た
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

技
能
功
労
者
・
永
年
勤
続�

従
業
員
を
表
彰�

厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
に

寺
田
市
長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

町
田
に
静
か
な
空
を
返
せ
！

太
陽
と
緑
の
ま
つ
り
・
農
業
祭

８
５
０
０
人
の
人
出
で
盛
況
で
し
た

永
年
の
功
績
を
た
た
え
て

白洲次郎・正子旧宅が
町田市指定史跡に指定されました


